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環境厚生常任委員会委員長報告  

（Ｈ２７．６．２５）  

 

環境厚生常任委員会に付託されました議案について、審査

の経過概要と結果を報告いたします。  

 

まず、第１号議案、平成２７年度一般会計補正予算の本委

員会所管分でありますが、その主な内容は、民生費において、

第６期介護保険事業計画に基づき、住み慣れた地域で生活を

続けられるように、施設整備を行う地域密着型サービス事業

者に対する助成経費の増額補正。  

また債務負担行為として、プラスチック製容器包装のリサ

イクル処理を計画的に進めるための経費を予算に定めるもの

であります。  

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべ

きものと決定しました。  

 

次に、第４号議案  亀岡市こども医療費助成条例の一部を

改正する条例の制定については、保護者の保険医療機関等に

おける窓口での負担を軽減するとともに、医療費助成の利便

性の向上を図るため、１箇月１医療機関で３千円を超えた場
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合、小学生又は中学生の通院に係る医療費助成の給付の方法

を償還払いから現物給付に変更しようとするものであります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべ

きものと決定しました。  

 

次に、第５号議案  亀岡市家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついては、厚生労働省令により、家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準が改正され、家庭的保育事業所等に係る

保育士の数の算定について、保健師又は看護師に加え、准看

護師についても１人に限り保育士とみなすことができること

とされたことに伴い改正するものであります。  

採決に先立ち、サービスが低下するという印象を市民に与

える恐れがあり、亀岡市で該当する事業が無い中、国の制度

が改正されたからといって、すぐに条例を改正する必要はな

いとの反対討論がありました。  

採決の結果は、賛成少数で否決すべきものと決定いたしま

した。  

 

次に、本委員会に付託されました請願について、審査経過

と結果を報告いたします。  
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受理番号３、「年金積立金の専ら被保険者の利益のための安

全かつ確実な運用を求める意見書の提出に関する請願」につ

いて、その趣旨は、年金積立金を、専ら被保険者の利益のた

めに、長期的な観点から安全かつ確実に運用することと、年

金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）において、被保

険者等の意思を確実に反映できる体制を構築することを求め

る意見書を、提出するよう求めるものであります。  

討論では、年金積立金については、被保険者が運用先を選

べない以上、積立金を管理・運用しているＧＰＩＦに被保険

者等の意思を反映する仕組みが必要であるという賛成意見が

出され、採決の結果は、全員をもって採択すべきものと決定

しました。  

以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。  
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